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第６章では，本研究の主な分析対象であるデータが 1999 年および 2000 年に行われた調査
により得られたものであることから，第４章第２節で作成された本研究の中心的な位置づけ
を成すモデルの構成要因について，その後の社会情勢による変化の有無を検討するため，









































なお，論文の中核をなす第３～５章のデータは 1999 年から 2010 年に取得されたもので，
研究開始時点から現在まで約 20 年が経過している。そのため，本論文では最近になって補
足的に収集したデータを加え，時代的な社会状況の変化による影響を確認するという構成を
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取っている。第６章では 2017 年に新たに取得されたデータに基づき，研究初期のデータか
ら最近までの経年的変化が確認されたが，主要な変数の分布に大きな構造的相違点は見出さ
れなかった。したがって，本研究が示した進学動機と適応感のモデルは，今日でも十分に有
効と考えられる。 
よって，本論文は博士（教育情報学）の学位論文として合格と認める。
 
